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デングウイルス感染－日本（本州）から帰国したドイツ人旅行者におけるデングウイ

ルス感染 

 

日本（本州）旅行から帰国した生来健康な女性（51歳）が、2013年9月9日にドイ

ツ（ベルリン）の病院を受診。9月 3日より、40度の熱、嘔気、続いて、斑状丘疹状

皮疹が出現。入院9日前に、2週間の日本旅行（8月19～31日）から帰国。旅程は以

下のとおり。 

8/19-21 長野県上田市 

8/21-24 山梨県笛吹市 

8/24-25 広島県 

8/25-28 京都府 

8/28-31 東京都 

 

患者は、笛吹市において、複数個所、蚊に刺されたと申告している。フランクフル

ト－東京間の往復は直行便を利用。鑑別診断の結果、臨床像より、デング熱を疑った。

発症後 7 日目に採取された、第 1 回目の血清サンプルにおいて、デングウイルス IgM

及びIgG抗体（間接蛍光抗体法、迅速試験）及びデングウイルスNS1抗原（ELISA法、

迅速試験）ともに陽性であったことから、患者はデングウイルス急性感染であること

が示された。デングウイルスRNA（リアルタイムRT-PCR法）及びフラビウイルス共通

遺伝子（RT-PCR法）は陰性であった。入院1週間後、患者は回復して退院した。日本

からのデング熱の輸入症例は極めて珍しい1ことから、2013年12月（発症後110日目）

に第2回目の血清サンプルを採取し、デングウイルスIgG抗体（間接蛍光抗体法）が

有意に減少、デングウイルス NS1 抗原（ELISA 法、迅速試験）及び IgM 抗体（間接蛍

光抗体法、迅速試験）が陰性との結果が得られた。 

 
これは、日本からドイツに輸入され、実験室診断されたデングウイルス感染症の第

一例目である。患者の行動履歴によれば、患者の行動やデングウイルスの潜伏期間を

考慮すると、当該患者は日本でデング熱に感染した可能性が高い。以上より、2013年

夏に日本（本州）から帰国した発熱を有する旅行者に対する鑑別診断では、デング熱

が含まれることになる。さらに、日本におけるデングウイルス感染に対しては、早期

に十分な予防法がとられるよう、より詳細な調査がなされるべきである。 

 

 

投稿者： 

Jonas Schmidt-Chanasit et al. Bernhard Nocht Institute for Tropical Medicine, 
Hamburg, Germany 
Christiana Frank et al. Robert Koch Institute, Berlin, Germany 
 

原典：http://www.promedmail.org/direct.php?id=2162194  

                                                   
1厚生労働省による注：過去 60年以上、デング熱の日本国内における感染例は報告されて
いない。 






